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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 960 ha

平成 21 年度　～ 平成 25 年度 平成 21 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 平成19年度 平成25年度

％/年 平成20年度 平成25年度

％/年 平成20年度 平成25年度22交流人口の割合 健康増進施設の市外利用者の割合 来訪者を増やすことにより、地域の活性化を目指す。 18

80

防犯・防災ボランティアの割合 防犯・防災関係のボランティア登録人数
防犯・防災関係のボランティアを増やすことにより、安心で快適なまちを目
指す

2.7 5.5

将来にわたって住み続けたい人の割合 アンケートにより住み続けたいと答えた割合 住み続けたいと思う事による「住みやすいまち」を目指す 72

・まちづくりの資源として整備してきた施設が有効活用できていない。
・点在する公共施設をつなぐ道路や古い施設の安全性が確保されていない。
・「健康」や「陶業」などは外へ向けてのアピールは浸透しているが、住民に向けた施策が薄い。

恵那市総合計画における山岡地区の位置づけ
（恵那市全体からの位置づけ）
○地域特性を生かしながら、「人・地域・自然が調和した交流都市」を実現するために、「■彩りのある町やまおか■私たちが創る山岡のまち■思いやりと文化を育むひとづくり」を目指すべき地域像としたまちづくりを展開する。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 岐阜県 恵那市 山岡地区

計画期間 交付期間 25

大目標：健康で安心して暮らせるまち
目標1：誰もが健康で住みやすいまちづくり
目標2：安心･快適に暮らせるまちづくり
目標3：住む人・訪れる人が心地よくなる交流のまちづくり

○産業
・古くから「寒天」「陶土」「農業」で栄えたまちであり、内陸性の気候を利用して昭和初期に製造が始まった天然細寒天は、全国一の生産を誇っている。
・江戸時代から採掘が行われてきた陶土は、歴史ある産業であり、その質の高さは国内外から高い評価を得ている。
○地域性
・平成16年10月の市町村合併により新恵那市の南に位置し、日本一の水車で知られる小里川ダムや日本三大観音で知られる飯高観音など豊かな自然環境にはぐくまれた地域である。
・地区単位での自治会組織が完成されており、各地区(８地区)の区長を中心に自治会活動がなされている。
○まちづくり
・まちの産業である寒天の特性(低カロリー)を生かし、「健康」をテーマに寒天料理列車や、寒天健康学校などを展開してきた。
・高齢者の生きがい対策として、高齢者自身が商品を提供し販売する「山岡のおばあちゃん市」を開設した。
・地区ごとに自治会やボランティア団体等の活動拠点として集会施設等を整備してきた。
・「まちの未来を担うこどもたちは地域で育てる」をテーマに、学校・地域が一体となった教育を進めてきた。
・全世帯で組織する「ＮＰＯ法人まちづくり山岡」がまちづくりの実行組織として活動している。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針
・市道山岡町169号線【道路】

・（仮称）コミュニティ広場整備事業【地域生活基盤施設】

・市道山岡町96号線【道路】

・山岡駅前広場整備事業（広場）【地域生活基盤施設】

・山岡駅前広場整備事業（おもてなし空間）【地域創造支援事業】

・市道山岡駅前線、市道山岡町182号線【道路】

・市道的場掛地線、市道山岡町108号線、県道33号瑞浪上矢作線【道路】

・体験学習拠点整備事業【地域生活基盤施設】

・イワクラ公園整備事業【地域生活基盤施設】

・市道山岡町251号線【道路】

・公衆トイレ整備事業

・里山景観整備事業【高質空間形成施設】

・市道山岡町108号線【道路】

・市道的場掛地線、市道山岡町108号線、県道33号瑞浪上矢作線【道路】

・防災倉庫整備事業【地域生活基盤施設】

・交流基盤整備事業【高質空間形成施設】

・コミュニティ空間整備事業【地域創造支援事業】

・ウォーキングコース設置事業【まちづくり活動推進事業】

・山岡総合情報案内板設置事業【地域生活基盤施設】

・施設案内標識設置事業【地域生活基盤施設】

その他
○まちづくり事業にかかわる市民検討委員会(夢・未来検討委員会）
・まちづくり計画については、地元住民によるまちづくり検討委員会「夢・未来検討委員会」が主体となり、検討を重ねてきた。実行段階においても事業の検証などを行う予定である。
・地域自治区における地域協議会やＮＰＯ法人まちづくり山岡と協力しながらまちづくりを進める。

方針に合致する主要な事業

整備方針１：誰もが健康で住みやすいまち
・安心して歩ける歩行者空間の整備を図る。
・手軽に使える広場の整備を図る。

整備方針３：住む人・訪れる人が心地よくなる交流のまちづくり
・まちづくり活動が活発にできる支援体制の整備を図る。
・既存施設を積極的に活用できるような取組みの推進を図る。

整備方針２：安全・快適に暮らせるまちづくり
・子どもたちの安全を確保する為に通学路の整備を図る。
・防災施設の整備を図る。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 恵那市 直 L=60m 23 23 23 23 7 7 7 7

道路 恵那市 直 L=69.6m 21 21 21 21 31 31 31 31

道路 恵那市 直 L=105m 22 25 22 25 40 40 40 40

道路 恵那市 直 L=410.8m 22 23 22 23 60 60 60 60

道路 恵那市 直 L=468m 23 25 23 25 112 112 112 112

道路 恵那市 直 L=1,154ｍ 24 25 24 25 127 127 127 127

公園

河川
整
備
駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設（広場） 恵那市 直 A=6,700㎡ 22 24 22 24 84 84 84 84

地域生活基盤施設（広場） 恵那市 直 A=1,900㎡ 22 25 22 25 94 94 94 94

地域生活基盤施設（広場） 体験学習拠点整備事業 恵那市 直 A=7,600㎡ 23 24 23 24 20 20 20 20

地域生活基盤施設（広場） 恵那市 直 A=140,000㎡ 24 25 24 25 65 65 65 65

地域生活基盤施設（地域防災施設） 恵那市 直 A=68㎡ 24 24 24 24 4 4 4 4

地域生活基盤施設（情報版） 恵那市 直 Ｎ＝８基 25 25 25 25 8 8 8 8

地域生活基盤施設（情報版） 恵那市 直 Ｎ＝10基 25 25 25 25 5 5 5 5

高質空間形成施設（植栽） 恵那市 直 A=2,000㎡ 22 23 22 23 3 3 3 3

高質空間形成施設（歩行支援施設等） 恵那市 直 A=45㎡ 24 25 24 25 8 8 8 8

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 668 668 668 668 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

恵那市 直 － 25 25 25 25 5 5 5 5

恵那市 直 A=508㎡ 23 23 23 23 21 21 21 21

恵那市 直 A=445㎡ 24 25 24 25 95 95 95 95

恵那市 直 A=300㎡ 24 25 24 25 33 33 33 33

恵那市 直 － 25 25 25 25 3 3 3 3

地元自治会 間 － 23 25 23 25 6 6 6 6

合計 163 163 163 163 …B
合計(A+B) 831

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
恵那市 － ○ 21 25 1

恵那市 － ○ 21 25 35

恵那市 文部科学省 A=11,075㎡ ○ 21 22 1,257

合計 1,293

－

交付期間内事業期間
うち民負担分

（参考）事業期間
事業箇所名

コミュニティ空間整備事業

陶業文化センター周辺

ヘルシーハウス周辺

所管省庁名

山岡小学校改築事業

事業期間（いずれかに○）

校舎改築事業、屋内運動場改築事
業、グランド整備事業、太陽光発電設
備事業

0

事業箇所名 事業主体

まちづくりワークショップ

地域づくり事業

事業活用
調査

全体事業費事業 規模

－まちづくり活
動推進事業

事業効果分析調査

事業
細項目

住宅市街地
総合整備
事業

地域創造
支援事業

交流基盤整備事業

事業
細項目

防犯灯設置事業

ウォーキングコース設置事業

山岡駅前広場整備事業
（おもてなし空間）

市道的場掛地線、市道山岡町108号
線、県道33号瑞浪上矢作線

山岡駅前広場整備事業（広場）

イワクラ公園整備事業

事業主体 直／間

－

規模

保健センター周辺

市道山岡町96号線

市道山岡駅前線、
市道山岡町182号線

市道山岡町108号線

市道山岡町251号線

国費率 0.4

（参考）事業期間 交付期間内事業期間
うち民負担分

(仮称)コミュニティ広場整備事業

事業箇所名 規模事業主体 直／間

－

市道山岡町169号線

交付対象事業費 831 交付限度額 332.4

公衆トイレ整備事業

－

防災倉庫整備事業

山岡総合情報案内板設置事業

里山景観整備事業

施設案内標識設置事業

0



都市再生整備計画の区域

面積 960 ha 区域山岡地区(岐阜県恵那市) 山岡町馬場山田、田沢、久保原、上手向、下手向、原、田代の一部

「中心市街地の活性化に関する法律」に基づく、中心市街地
活性化基本計画における区域

「都市再生特別措置法」における都市再生緊急整備地域

「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律」
に基づく、歴史的風致維持向上計画における重点区域

凡　　　　　　例


